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千歳市景気動向調査結果 

調査期間：２０２５年１～３月の実績と２０２５年４～６月の見通しについて調査 

調査方法：調査票を送付し、ＦＡＸまたはＷＥＢにて回収 

調査対象：千歳商工会議所会員及び特定商工業者 

回収状況：１２１社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気が「良い」の中には、「良いけど悪くなりつつある」などの考えも含まれるため、

業況判断ＤＩは、景気の方向性を表すものです。 

 数値が上昇していれば、良い景況感（景気が良いと感じる企業の割合が増えたこと）を

意味します。 

 

 本調査では前期（２０２４年１０～１２月）と比較した今期（２０２５年１～３月）の

実績及び、今期（２０２５年１～３月）と比較した来期（２０２５年４～６月）の予測、

今期（２０２５年１～３月）と前年同期の比較を掲載しています。  
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ＤＩ（景気動向指数：ディフュージョン・インデックス）とは 

 増加・上昇・好転の企業割合から減少・降下・悪化の企業割合を差し引いた値のこと

です。 

この数字がプラスかマイナスか、また、その大きさにより景気の動きを時期的な推移

の中で把握します。 
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《 全体の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況 ２．８ ↓ ▲６．６ 【▲ 4.9】 ↓ ▲１５．７ 

売  上 １５．４ ↓ ２．５ 【▲ 0.8】 ↓ ▲５．０ 

採  算 ▲９．１ ↓ ▲１４．９ 【▲ 9.8】 → ▲１７．４ 

原 材 料 ▲７１．３ → ▲７１．９ 【▲68.0】 → ▲７０．２ 

資金繰り ▲４．２ ↓ ▲１３．２ 【▲ 9.0】 → ▲１１．６ 

労働時間 ▲２．８ → ▲１．７ 【▲11.5】 ↑ ９．９ 

雇用状況 ２８．７ → ３３．１ 【 29.5】 → ３５．５ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業は３５．０％ 

今期（１～３月）設備投資をした企業は４０．５％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は３９．７％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 製造業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況  １１．８ ↓ ▲４７．４ 【   5.0】 ↑ ▲１０．５ 

売  上  ２９．４ ↓ ▲１５．８ 【▲10.0】 ↑  １５．８ 

採  算  １７．６ ↓ ▲３１．６ 【   0.0】 ↑  ▲５．３ 

原 材 料 ▲７０．６ → ▲７３．７ 【▲70.0】 ↑ ▲６８．４ 

資金繰り  １７．６ ↓ ▲２１．１ 【  10.0】 ↑  ▲０．０ 

労働時間  ２３．５ ↓ ▲１５．８ 【▲20.0】 ↑  １５．８ 

雇用状況  ２９．４ →  ２６．３ 【 30.0】 ↑   ３６．８ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

               ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業は５８．８％  

今期（１～３月）設備投資をした企業は５７．９％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は４７．４％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 建設業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況   ２．８ ↑  １５．４ 【  7.1】 ↓ ▲１９．２ 

売  上  １６．７ ↓  ▲７．７ 【   7.1】 ↓ ▲２６．９ 

採  算   ０．０ ↓ ▲２３．１ 【  3.6】 →  ▲２６．９ 

原 材 料 ▲６９．４ ↓ ▲７６．９ 【▲57.1】 → ▲８０．８ 

資金繰り   ２．８ ↓ ▲１１．５ 【▲10.7】 → ▲１５．４ 

労働時間 ▲１３．９ ↑  ▲７．７ 【▲25.0】 ↑   ７．７ 

雇用状況  ４１．７ ↑  ５３．８ 【 39.3】 →  ５７．７ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業は４４．４％ 

今期（１～３月）設備投資をした企業は４６．２％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は３８．５％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 卸・小売業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況  ２８．６ ↓  ▲９．１ 【▲18.8】 →  ▲９．１ 

売  上  ４２．９ ↓  ▲９．１ 【▲12.5】 ↑   ０．０ 

採  算  ２１．４ ↓   ０．０ 【▲31.3】 ↓ ▲２７．３ 

原 材 料 ▲６４．３ ↓ ▲９０．９ 【▲87.5】 → ▲９０．９ 

資金繰り  ▲７．１ ↓ ▲３６．４ 【▲18.8】 → ▲３６．４ 

労働時間  １４．３ →  １８．２ 【 18.8】 ↓   ９．１ 

雇用状況  ２１．４ ↑  ２７．３ 【 31.3】 →  ２７．３ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業は２１．４％ 

今期（１～３月）設備投資をした企業は１８．２％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は９．１％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 飲食・宿泊業の景気動向 》 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況 ▲１１．５ → ▲７．１ 【▲21.1】 ↓ ▲１４．３ 

売  上   ７．７ ↓  ０．０ 【  0.0】 ↑   ７．１ 

採  算 ▲４６．２ ↑ ▲１４．３ 【▲31.6】 ↓ ▲２１．４ 

原 材 料 ▲９６．２ → ▲９２．９ 【▲89.5】 ↑ ▲８５．７ 

資金繰り   ０．０ ↓ ▲１４．３ 【▲26.3】 ↓ ▲２１．４ 

労働時間  ▲６．０ ↑  ２１．４ 【▲36.8】 ↓  １４．３ 

雇用状況  ２４．０ ↑  ３５．７ 【 21.1】 →  ３５．７ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業２３．１％ 

今期（１～３月）設備投資をした企業は１４．３％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は２８．６％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 その他サービス業の景気動向 》 

運送・生活関連サービス・観光関連サービス・理美容・不動産・その他が含まれます 

【主要 DI調査】 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況   ０．０ →  ▲２．０ 【▲ 2.6】 ↓ ▲１７．６ 

売  上   ６．０ ↑  １７．６ 【  5.3】 ↓  ▲５．９ 

採  算 ▲１４．０ ↑ ▲７．８ 【▲ 2.6】 ↓ ▲１３．７ 

原 材 料 ▲６２．０ → ▲５８．８ 【▲55.3】 → ▲５６．９ 

資金繰り   ０．０ ↓  ▲５．９ 【▲ 2.6】 →  ▲５．９ 

労働時間  ▲６．０ →  ▲３．９ 【  5.3】 ↑   ７．８ 

雇用状況  ２４．０ → ２５．５ 【 26.3】 →  ２５．５ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

                     ５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  

【設備投資調査】 

前期（１０～１２月）設備投資をした企業は３０．０％ 

今期（１～３月）設備投資をした企業は４３．１％ 

来期（４～６月）設備投資を計画している企業は４７．１％ 

設備投資をした（する）企業のうち投資内容は以下の通り。 
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《 全体の経営上の問題点 》 

 今回の調査で、経営上直面している問題点で多かったのは、前回に引き続き『原材料仕入価格

の高騰（５９．７％）』、次に、『経費増加（３６．１％）』『人員・人材確保（３３．３％）』が多い

結果となりました。 

前期と比較すると、『原材料仕入価格の高騰』は１１．１ポイント増加、『経費増加』は１．９ポ

イント、『人員・人材確保』は２．６ポイント低下となっています。 

 

 

 

 

《 業種別の経営上の問題点 》 

 製造業 建設業 卸・小売業 飲食・宿泊業 サービス業 

1 位 人員・人材確保 人員・人材確保 経費増加 原材料仕入価格高騰 人員・人材確保 

2 位 

 

原材料仕入価格高騰 原材料仕入価格高騰 原材料仕入価格高騰 
 

販売価格の値上げ難 

人員・人材確保 

経費増加 

3 位 

 

経費増加 経費増加 
過当競争による 

競争の激化 

販売価格の値上げ難 

人員・人材確保 

原材料仕入価格高騰 
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《 観光関連の景況 》 

観光に直接的に関わる業種及び企業を抜粋し調査しました。 

対象事業者 

市内の宿泊業、市内の観光関連業、市内の運送業、清水町・幸町周辺の飲食業、 

新千歳空港及び周辺の観光関連事業者、支笏湖・モーラップ地区の事業者 

 

景気動向 

主要 DI 
前期実績 

（10～12 月） 

 今期実績 

（１～３月）【前年実績】 

 来期予測 

（４～６月） 

業  況   ４．０ →   ５．９ 【▲ 9.7】 ↓ ▲１７．６ 

売  上  ４０．０ ↓  １７．６ 【 16.1】 ↓ ▲１１．８ 

採  算  ▲８．０ ↑   ５．９ 【▲19.4】 ↓ ▲１１．８ 

原 材 料 ▲９６．０ → ▲９４．１ 【▲90.3】 → ▲９４．１ 

資金繰り ▲１６．０ ↑  ▲５．９ 【▲19.4】 ↓ ▲１７．６ 

労働時間  １２．０ ↑  ２３．５ 【▲16.1】 ↓   ０．０ 

雇用状況 ▲３６．０ ↓ ▲５２．９ 【▲25.8】 → ▲５２．９ 

表中の矢印 ・・・ ５ポイント以上の推移を上下矢印（↑・↓）で表示 

５ポイント未満の推移は横ばい矢印（→）で表示  
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《 生成 AI 導入状況 》 

今回の調査では『生成 AI』を導入している企業は１３．２％、導入していない企業は８６．８％

でした。 

 

 『生成 AI についての個別相談会等があれば受けたいですか』という問いに対し 

受けたい企業が１４．９％、受けたくない企業が８５．１％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受けたいと答えた企業の中で、受講したい内容は以下の通りです。 
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《 企業の声 》 

 

今回の調査では、依然として「原材料仕入価格の高騰」「人材不足」「経費の増加」が、企業

にとっての主な課題として挙げられており、これらの問題は長期にわたり企業活動に大きな影響

を及ぼし続けています。 

全体的な景気動向を見ると、今期の実績は前期と比較して、悪化または横ばいの項目が多く見

られました。また、今期実績と来期予測を比べても、横ばいの傾向が目立っています。その中で

も、製造業では前期と比べて多くの項目が悪化している一方、来期予測ではすべての項目が改善

すると見込まれています。これは、夏季に消費が活発になる傾向があることや、製造業が在庫調

整や生産ラインの強化を行う時期であることが要因と考えられます。 

また、生成 AIの利用状況に関する調査では、約 9割の企業が「利用していない」と回答しま

した。個別相談会などの参加を希望する企業も約 15％と少数でした。業務の性質上、生成 AIの

活用が難しい場合もありますが、業務効率の向上や人件費の削減、データ分析の精度向上といっ

たメリットもあるため、経営課題の解決に向けて有効に活用できる可能性があります。 

調査では「補助金に関する情報が欲しい」というご要望も寄せられました。当所では、補助金

に関する新しい情報が入り次第、LINEやホームページにて、ご案内していますので、ぜひご確

認ください。 

さらに、企業同士のつながりを求める声もありました。当所では、会員交流会の開催を予定して

います。交流の機会としてぜひご参加ください。 

人材不足への対応としては、SNSを活用した採用支援の取り組みを計画しています。詳細が決ま

り次第、あらためてご案内いたします。 

 

※会員交流会開催予定 

 交流会 種別 開催日 

新規会員（R6年度以降入会） ７月２２日（火） 

業種別① ８月下旬～９月上旬 

業種別② ９月下旬～１０月上旬 
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